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2013年、DSMの最新版として刊行された DSM-5において、「Gender Identity Disorder
（性同一性障害）」は、「Gender Dysphoria（性別違和）」へアップデートされた。ここ
には、「性同一性」という術語が登場しない。従来の「gender identity」にあたる術語は、
「experienced or expressed gender（体験し、または表出するジェンダー）」に改められ
ている。それに続き、2018 年公表の ICD-11においても、「Gender Identity Disorder」は
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』で粂三郎が十六夜
























































































































     ト，また，しがみ付く。 
とせ なんの怖い事がござりませう。夜商売をいたしますれば，人魂なぞはた 
び／＼ゆゑ，怖い事はござりませぬ。ただ，世の中に怖いのは ○ⅰ） 
     ト，この時，本釣鐘を打ち込み， 








とせ エェー ○ 
     ト，おとせ驚き， 











































































































































































つになりつつある。日本の全人口の 7.6%は LGBTQ であるとのデータもあり（電通，2015），
仮にこれに則れば，30 人学級で換算すればそのうち 2 人，一学年 2 クラスの小学校であれ

























































































































































































原家族は父，母（ともに 70 代），妹（2 歳下）。A は原家族に対して自らのジェンダー／
セクシュアリティをカミングアウトしていない。父は酒乱で，母に対する暴力もあったが，
その後愛人と隠し子をつくり別居。両親の実家は共に財産持ちであったが，父の浪費癖に












した。すなわち，対社会に関する語り（   ），対家族に関する語り（   ），そして







           はそれぞれ，内容的にひとまとまりのナラティヴを表し，表 1～3
と対応する。 
は語り手と聴き手との間で生じた影響関係を，    は聴き手に生じた気づき
を示す。 











































































































































































































































































































































































































































































































































を行い，インフォームド・コンセントをとった。インタビューは一回 60 分前後で，X 年 7
月から X＋1年 1月まで，計 5回実施した。場所については，筆者からいくつか候補を提案
したところ，緊張せずリラックスして話したいとのことで，B が静かな喫茶店を希望した。
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